
 
 

 

三春地区 
（福島県三春町） 

○ 計 画 期 間 平成 22年度～平成26年度 

○ 面     積 146ha 

○ 交付対象事業費 433百万円 

○ 町人口 16,761人（地区内人口 2,273人） 

 
 
 
 

 

 

目  標   

大目標  豊かな自然の恵みや歴史と文化を守り伝える三春らしいまちづくりの推進 

        目標１ 魅力ある街なかの再生の促進 

目標２ 三春町の持つ歴史や街並みといった景観に配慮したまちづくり 

指  標  

指   標 
 

従前値 
 

目標値 
 

単 位 基準年度 目標年度 

桜川沿川の歩行者交通量 人／日 3,200 (H21) 3,360 (H26) 

来町観光客数 人／年 14,000 (H20) 15,500 (H26) 

城山公園利用者割合 ％ 42 (H21) 65 (H26) 

事業内容 基幹事業(418百万円)⇒道路(2路線 830m)、地域生活基盤施設(広場 1ヶ所、案内板 4基)、高質空間形成 

施設[歩行者ネットワーク・景観整備 (道路・散策路 2路線 165m、転落防護柵 334m、 

石張舗装 190m、照明 2基)、公衆トイレ 3棟]、高次都市施設(観光交流センター  

土蔵 3棟修繕)、街なみ環境整備事業(修景施設整備助成 5ヶ所) 

提案事業( 15百万円)⇒地域創造支援事業・まちづくり活動推進事業(城山公園眺望整備、落石防護柵、 

植樹)、事業活用調査(桜川景観整備計画策定、桜川筋散策者数調査) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区概要 

 本地区は、街なか再生が課題になっており、町の

シンボルである城山公園(舞鶴城跡)の整備や、町の

持つ歴史や街並みといった特性に配慮した景観整備

等を実施することにより、魅力ある街なかの再生の

促進と交流人口の増加を図る。 

ポイント 

 平成元年『三春町市街地整備基本計画』策定から、
一貫して継続的かつ計画的に取組んできた「三春町のま

ちづくり」が、都市再生整備計画事業を持って一つの形

を成した。本事業の成果は 30 年の三春町のまちづくり

の成果でもある。 

 

 

道路 
(町道北町荒町線) 交流館まほら(情報・交流核) 

城山公園 
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事業活用調査 
(桜川景観整備計画策定、 
桜川筋散策者数調査) 
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(都)荒町新町線(商業軸) 

修景施設整備助成
5ヶ所 

中心市街地 観光 景観 官民協働 完了地区 



地区の現況と課題 

 本地区は、三春町の中心部にあり都市機能及び商業の拠点となる地 

域であるが、近年は、城下町特有の地形による車社会への不適応など

により、商店街の空洞化が著しく、賑わいや活気が衰退しつつあり、

賑わいと活力のある都市核形成が求められている。 

 また、土蔵・土塀といった歴史的建造物など多くの地域資源の有効 

活用による、三春らしさの創出が課題となっている。 

提案事業の特徴 

三春町市街地整備基本計画策定から約 30 年、これまでに整備され

てきた基盤や施設と一体となった面的な魅力づくりに取組んだ。 

○桜川周辺整備  桜川河川改修に合せ、「まち中観光」推進のため、

歩行者ネットワークや散策者利便施設、景観整備を実施した。 

○観光交流センター整備  既存土蔵 3 棟を観光拠点施設(なかまち

蔵)として修繕整備したほか、外構工事で商業核と桜川を結ぶ路地の整

備も実施し回遊性を高めた。 

○城山公園整備  町民代表により設置された『城山公園整備計画検

討委員会』の答申を受け、眺望整備や道路整備、植栽を実施した。  

植栽やその後の管理は、各地区まちづくり協会など多くの町民の参

加を得て継続して実施している。 

まちづくりの効果、持続的取組み 

 事業完了後も官民協働による城山公園及び百杯宴広場の維持管理が

実施されているほか、「お城山まつり」、「愛姫行列」が開催 

されるなど、整備実施箇所の利活用が進められている。 

 今後は、まちのコンパクトさを活かした生活環境の充実 

や様々な地域資源を活かした観光・交流を促進するため、 

㈱三春まちづくり公社や三春町商工会、各地区まちづくり 

協会などとの連携を強化し、ソフト面の充実を図っていく。 

三春町長のコメント 

 町民の熱意と行動力をベースに、第一線の専門家を含め 

た官民学の連携により、約 30年かけ一歩一歩着実に進め 

てきました『三春町のまちづくり』が、今回高く評価いた 

だきましたことを大変ありがたく思います。 

 今後、更なる活力や魅力の維持・向上のため、「まち 

づくりの主役」である町民の皆さんとともに、協働のま 

ちづくりを推進していきます。 

㈱三春まちづくり公社 社長のコメント 

 中心市街地に交流・情報核、商業核とその二つの核を結ぶ商業軸の

整備を基本とした『三春町市街地整備基本計画』策定から 30年、町民

協働による「まちづくり」が着実に具現化の道を歩んでいます。 

私たちは、中心市街地のみならず三春町全体の活性化を課題とし、

これまでの農業や商工業に観光の要素を取り入れ、産業の再生を図る

とともに「まち」と「むら」との有機的な交流の再構築を目指します。 

「生活」には、自然・歴史・経済・文化あらゆる要素が凝縮されて

います。今回の受賞を機に「生活づくり」の視点から三春町の「まち

づくり」に更なる貢献を果たしてまいります。 

↑桜川周辺 (歩行者ネットワークなど) 整備 

↑H29 城山管理参加者 

作業風景→ 

↑㈱三春まちづくり公社が管理・運営する
「なかまち蔵」(観光交流センター) 

三春町の中心市街地における「まちづくり」 

三春町 


